第２学年　　　道徳学習指導案
１　主題名　　思い切って　１－（３）勇気　
【Ａ－（５）は、「希望と勇気、努力と強い意志」となり、今回のねらいから外れてくるために、あえて旧式で表記する】
　　資料名　　ピンクいろの花（出典　文渓堂　「2年生の道徳」）
２　主題設定の理由

（１）ねらいとする価値について
社会生活を営む上で、人は、人間関係をスムーズにするためなど、様々な事情で、不本意ながら同意したり、見て見ぬふりをしたりしてしまうことがある。自分が正しいと思うことができないことは、つらく苦しいものである。

　そこで、どのような状況においても、よいことと悪いことの区別ができ、よいと判断したことを進んで行うことができるように指導しておくことが大切である。

なお、その判断は、独りよがりで刹那的な充実ではなく、将来をより豊かに気持ちよく生活するための普遍的な正しさを追求するものでなければならない。周りの友達の言動に左右されるのではなく、自分の思いをきちんと伝え、行動できることの大切さを実感させたい。
（２）児童の実態について

学級の子どもたちは、よいことと悪いことを自分で判断することができているが、悪いと知っていても仲のよい友達に強く誘われて深く考えず行動を先にしてしまったり、教師の意向に合わせて判断したりすることが少なくない。「よいと思うこと」を進んで行う勇気を身に付けさせることにより、善悪の判断はもちろん、より自分らしく生きるための強い意志を育みたい。
（３）資料について
猫の「にゃんた」は、きつねの「こんた」と牛の「もうきち」にピンク色の花の絵をからかわれる。そして何も言えずに下を向いてしまう。しかし、犬の「わんじろう」はその絵を素敵だとほめてくれる。その言葉に勇気づけられ、「にゃんた」はピンク色の花が好きだと自分の思いを伝えられる。それぞれの場面での「にゃんた」の気持ちを考えさせることで友達にからかわれて嫌な思いをしている「にゃんた」が、他の友達の言葉に勇気付けられ、自分がよいと思ったことを言えた満足感を感じとらせたい。
３　指導計画　　１時間完了（本時）
４　本時の指導
（１）ねらい
正しいことは勇気を持って言ったり、行ったりする気持ちを育てる。
（２）準備
　　　教師：読み物資料、場面絵
　　　児童：「わたしたちの道徳」（文部科学省　発行）
（３）関連　「明るい心」
　　　１年「おんがくかい」「ちからこまち」
　　　３年「よわむしたろう」
（４）指導過程　　　　◎中心発問　
	段階
	分
	学習活動
	支援及び指導上の留意点

	方向付け
	３
	１　好きな色を発表する。
○　どんな色が好きですか。
　・赤
・青
・ピンク
	・人それぞれ色の好みがあることを知り、資料への関心を高める。

	ねらいとする価値の追求・把握
	５
５
10
	２　資料「ピンクいろの花」を読み、主人公「にゃんた」の気持ちや考えについて話し合う。
○　悔しくて泣きそうになりながら、下を向いて黙っていたとき、「にゃんた」はどんなことを考えていたでしょう。
　・ピンク色の花が好きだっていいじゃないか。

　・いやだな。
・何でそんなことを言うんだろう。


○　わんじろうの言葉を聞いて顔をあげたときのにゃんたはどんな気持ちだったでしょう。
・はっきり言えてすごいね。

・ありがとう。
・ぼくと同じ気持ちだ。

◎　「ぼく、ピンク色の花が好きなんだ。」と言えたとき、「にゃんた」はどんな気持ちだったでしょう。

　・はっきり言えて、すっきりした。

　・自分で言えてうれしかった。
	・からかわれたときのことを想像させ、「にゃんた」の悔しい気持ちに共感できるようにする。
・友達の気持ちに勇気づけられる　「にゃんた」の気持ちに十分共感させる。
・「にゃんた」になって動作化をさせることで、勇気を出してよいと思うことを言うことのすがすがしさに気付かせる。

	価値の主体的自覚
	10
	３　今日の授業のまとめをするとともに、自己を見つめる。

○　今日は、にゃんたくんにどんなことを教えてもらったかな。
・勇気を出して自分の思っていることを言うのは気持ちがいい。

・勇気を出して言うことは、大切だ。
	・授業を通して分かったことや、思ったことを振り返らせる。

	価値の主体的自覚
	１０
	
○　あなたが思い切って言えたよいと思うことはありますか。そのときの気持ちも書いてみましょう。
　
・自分の気持ちを言うことができてよかった。私も、席を立っている子に、勇気を出して座ってと言うことができた。

　・廊下を走っている子に「だめだよ」と言った。
	・よいと思うことを言えた体験を「わたしたちの道徳」に記入させる。
（時間があれば、発表させる。）
・体験のない児童には、これからこうしてみたいことを書かせる。

	まとめ
	２
	４　教師の話を聞く。
	・勇気を出して行動することについての話をし、余韻をもたせる。


（５）評価

主人公の「にゃんた」からよいと思うことを勇気を出して伝えることの大切さに気づくことができたか。
（６）板書計画
	　ピンクいろの　花
・女の子なんじゃない
・ピンクいろの花だぜ
・男のくせに花なんてかいて
下をむいてだまっていたとき、

にゃんたが考えていたこと

　　　　　・ひどい。
　　　　　・ピンクいろの花がすきでもいいのに。

　　　　 ・なんでそんなこと言うんだろう。
自分の気もちを言えなかった。
　　　　　　　　　　・ありがとう
　　　　　　　　　　・うれしい
　　　　　　　　　　・はっきり言えてすごいな　

　
　本当はにゃんたが言いたかったこと
　
・はっきり言えて、すっきりした。

　・自分で言えてうれしかった。　


５　反省
６　御高評
わんじろうのことばに


顔をあげたときの気もち
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「ぼく、ピンクいろの花が大すきなんだ。」と言えたときの気もち
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